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5 世界恐慌と国際対立の激化　377

とともに，経済面でも世界恐慌の影響による混乱を抑
よく

制
せい

するために，

イギリスの支
し

援
えん

のもとに統一通貨制度（法
ほう

幣
へい

）を採用して
9

，財政基
き

盤
ばん

を

強化した。また，新生活運動を行って，社会生活の近代化とともに，

総動員のための基盤をきずこうとした。

　1936年，蔣介石から共産党攻撃を命じられた西
せい

安
あん

の張学良は，蔣介

石が西安に来ると捕らえて監禁し，共産党への攻撃の停止と抗日を要

求し，蔣介石も受けいれた（西安事件）。

　1937年7月7日の盧
ろ

溝
こう

橋
きょう

事件をきっかけに日中関係は悪化し，8月の

第
1937

2次上海事変によって宣
せん

戦
せん

布
ふ

告
こく

のないまま全面戦争（日
1937〜45
中戦争）に突

入した。中国側は第2次国共合
がっ

作
さく

により抗日民族統一戦線を展開し，

国民党軍が上海から南
ナン

京
キン

の地域で精
せい

鋭
えい

部隊を投入するなど前線に立っ

た。日本軍は12月に首都南京を占領し，多数の捕
ほ

虜
りょ

や市民を殺害す

る南京虐
ぎゃく

殺
さつ

事件をひきおこした。日本軍は華
か

北
ほく

から江
こう

南
なん

へと，鉄道沿

線部を中心に掌
しょう

握
あく

し，親日政権を建てた。1940年には汪
おう

兆
ちょう

銘
めい

を
（1883〜1944）

首
しゅ

班
はん

と

する政府を南京に建て，それらを統合した。

　蔣介石率いる国民政府は，首都を南京から重
じゅう

慶
けい

に移して抗日を継続

し，ベトナムやビルマなどを通じ，アメリカ合衆国，イギリス，フラ

ンス，ソ連などから支援を受け（援
えん

蔣
しょう

ルート），日本の対英米ソ開戦を

期待した。共産党はゲリラ戦を展開しつつ，根拠地拡大をめざした。

　日本軍は，1939年に満洲国とモンゴル人民共和国の国境付近でソ連・

モンゴル連合軍と戦って敗北したが（ノモンハン事件），1940年には日

独伊三国同盟
（→p.380）

を締
てい

結
けつ

して対英米対立を深めた。また，1941年には日ソ

中立条約
（→p.379）

を締結して相
そう

互
ご

不
ふ

可
か

侵
しん

を約束し，日本は南進体制を確立した。

1941年12月に日本と英米が戦争状態に入ると，真
しん

珠
じゅ

湾
わん

攻撃
（→p.381）

の翌日に

重慶の国民政府は日本に宣戦布告した。

　朝鮮や台湾では，日中戦争を契
けい

機
き

として精神的な動員を強化する皇
こう

民
みん

化
か

運動（皇民化政策）が展開され，とくに朝鮮では日本語の使用や創
そう

氏
し

改
かい

名
めい

が強制された。日本の労働力不足が深刻化すると，朝鮮や台湾

からも労働者が日本に移住させられたり，また連行されたりして働か

された。戦争末期には，植民地でも徴
ちょう

兵
へい

制
せい

が施
し

行
こう

され，軍人や軍
ぐん

属
ぞく

と

して戦地に動員された
0

。

9通貨としての銀の使用を禁止
し，政府系の銀行が発行する銀
行券を法定通貨とし，英ポンド
（のちに米ドル）に連動させた
（幣

へい

制
せい

改革）。

Q南京入城　1937年，日本軍が
南京を占領する際にひきおこし
た虐殺事件は，国際世論の批判
をあび，中国の抗日意識を強めた。
写真は，南京の城

じょう

壁
へき

で占領を喜
ぶ日本軍。

Q表彰台の孫
ソン

基
ギ

禎
ジョン

　1
（そんきてい）

936年，ベ
ルリンオリンピックで日本選手
として出場させられた朝鮮の孫
基禎は，マラソンで優勝した。

0朝鮮北部国境では抗日ゲリラ
の活動があり，重慶に身を寄せ
る朝鮮の独立運動家や，国民党
や共産党に参加する台湾人もい
た。
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せい
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石が西安に来ると捕らえて監禁し，共産党への攻撃の停止と抗日を要
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と
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しょう

ルート），日本の対英米ソ開戦を

期待した。共産党はゲリラ戦を展開しつつ，根拠地拡大をめざした。
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てい

結
けつ

して対英米対立を深めた。また，1941年には日ソ
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（→p.379）

を締結して相
そう

互
ご

不
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可
か
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を約束し，日本は南進体制を確立した。

1941年12月に日本と英米が戦争状態に入ると，真
しん

珠
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湾
わん

攻撃
（→p.381）

の翌日に

重慶の国民政府は日本に宣戦布告した。
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され，軍人や軍
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と
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南京を占領する際にひきおこし
た虐殺事件は，国際世論の批判
をあび，中国の抗日意識を強めた。
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